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浅沼萬里 さんの思い出

甲南大学教授 熊 沢 誠

「徳孤 ならず必ず隣あ り」 とい う言葉 があ ります。葬儀の評論 というの はおか しいけ

れ ど も,充 実 した見事 なお話 しばか りで故人の徳 をそれだけで偲ばせ ます。最近ではほ

とん ど交流 のなか った私が この上に追憶 談をす るの もどうか とは思 いますが,五 分の時

間の範 囲内で,思 い出す ことを断片的 に語 らせ ていただ きたい と思 います。.

私 は1957年 に,浅 沼萬里 さん と同期で京都大 学経 済学部に入 りま した。 それ以降大学

院の博士課程 を修 ∫す るまでの九年間,萬 里さんは私の兄み たいな もので した。実 に沢

山の ことを..緒 に しま した。学生運動 も仲間で した。学生運 動は大衆運動 のぽずですが

実は クラスで3,4人 つつが働 くとい うのが現状です。そ うい うなかで数少 ない学生運

動 の同志 だ ったわ けです。 それか らしば らくた っては じめま した資 本論研 究会。 その当

時の大学院の学 生さんの好意で チ.ユーター を していただいたのです が,そ れ もまた一緒

で した。堀 江英 一先生 のゼ ミナールに も同席 しました。学部のゼ ミはちが いま したが,

堀江先生のゼ ミには大学 院時代 に一緒です。その当時,先 生の関心 もあ りま して しょっ

ち ゅう工場見学を したのですが,そ ういう時 のプランナーは全部浅沼さんで した 。また

これ も大 学院 になってか らです が,当 時,京 都で発 足 しま した現代社会 主義研究会,

「現社研」。後 の萬里 さんの義弟 にな ります 中岡哲郎 さんな どが リー ダー シ ップを とっ

てお られま したが,そ うい う場 に もよ く同席 してお りました。大学にはい りま した ころ,

私は半ば高校生で,単 純な戦後 民主主義 の信奉者で あ りま したが,萬 里 さんは三つ年上

とい うこともあ ってか,紛 れ もな く考 え深 い大 人が既 にそこにい るとい う感 じ。 とにか

く考 え深 く,す べてにわた って物事 に緻密で,難 しい本 も良 くわか り,私 たち地方出身.

者 には未知 の文化的な素養 もあ って,か つ礼儀正 しいのです。兄 と弟みたいに年 が違い,

成熟 の程度 もまるでちが ったのですが,ど うい うわ けか私 はずいぶん可愛が っていただ

きま した。例 えば,当 時今出川 にあ りま したお宅 に もよ く伺い ま した。お父様やお母様

が お元気で,こ ん なにも知的で近代 的な家庭があるのか と目を丸 くした ものです。そ こ

に中岡さんが下宿 されていたのですが,や がて浅沼 萬里 さんの妹 さ.んと結婚 なさワた と

.い うわけです。 とにか く萬里さんには負 うところ随分 と大 きい のです。例 えば学生運動
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の ビラの書 き方を教 えて もらった りもしま した。私 はどちらか とい うとエモーシ ョナル

な文章を書 く。それに対 して浅沼 さんか らは もっと諄々 と証拠 をあげて語 らな く.てはい

けない とお叱 りを受 けま した 。そ して,資 本論の読み方や報告の仕方等について もそ う

だ った し,工 場 見学 にゆけば工場経営者 にたい しての挨拶の仕方なんか も教 えていただ

ぎま した。ただ この点 だけは私が先輩であ るとい うところは,私 ははや くか ら結婚 して

いた とい うこと。浅沼 さんはその点で は晩成であ りました。た しか大学院の ころ浅沼 さ

んは失恋 した ことが あ ります。 その 当時は彼の ことですか らす ごく真 剣なラブ レターを

書 いてその手紙 が真剣過 ぎて恐れ られて失恋 したみたいな ところ もあ ったみ たいですが,

いつ も持 っている立派 な書類鞄 のなか につ きあい を断 って きた彼女 の手紙 だけをいれて

.大 学のなかをおろおろ歩 き回 り,.私 の新居 に来て切々 と訴える。そ うい う時 だけ僅か に

友 人 としての対等感 を感 じた ものです。いつだ つたか現代社 会主義研 究会 に彼が興奮の

面持 ちで 遅れ てまい りま した。 中岡 さんの報告が既には じまっている ときだったと思い

ますが」 その時 に彼 は 「僕は婚約 した よ」 と英語で私 の ノー トの端 に書 きま した。私 は

や は り英 語で 「おめで とう:コ ングラチ ュレーシ ョン」 と書 こ うとしたのですが,お 恥

ず か しいこ とにRかLか わか らな くな って 日本語で書 いた思 い出が あ ります。

大学院 を出ま してか らは,私 は甲甫大学 に就職 しま した。 ス タンス的には,仮 に日本

的経営 に明 と暗があ るとすれば,私 は主 として暗のほ うに目を向ける とい う,そ の後は

時代 の変化 の中で どち らか といえば孤独 にな る道を歩 みま したが,彼 はなによ りも日本

の産業 の活力 について の関心 を,工 場見学の頃か らず うっと持 ち続 けてお りました。そ

していつ のまにか世界的 に評価され る学者になって しまいま した。 ご く最近であ ります

が,先 に青木先生の ご紹介にあ りま した論文が私 に も送 られ てまい りま した。 これは私

の専 門に近いので論評が欲 しい と言われたのです 。詳 しい内容 は申 しませんが,本 当に

立派 な堂 々た る論文で私 も教 えられ るところが多 かったのですが,こ うい う点が不満で

あ るとい くつかの点を 申しま した。左 派の立場か らの論評です。その論文 は新 しく準 備

中の本の最初の部分に なるものだ と聞いてお りま.した。批評 はいた しましたが,私 はぜ

ひこれは活字に なって発表される といい と思 いま した。論文 と して既 に発表 されている

ものは高 く評価.されてい るのですか ら,こ の論文 を含 む彼 の仕事は必ず何 らかの形で単

行本 にな ると確信 してお ります。彼 も自分 の書 いた単著作の 出版 を見たか っただろ うと

思 います。それ はそれは心残 りであ ったと思 います。

私 は1968年 の4ヶ 月の間,珍 しく病気 にな りま した。 その暗いろんな方にいただいた
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手紙のなかで,彼 か らの ものが いちば ん私 を励ま しました。彼 は闘病 のプロ とい う感 じ

で,病 気にな った らどんなことを考 えたらいいか とい うような こと,伸 びてい く松 に大

きな石がめ り込 んで も松 は石を包 んだ まま伸 びてい くんだ とい うよ うな ことを見事 な文

章で書いて くれま レた。私 はその手紙 を今で も大切 にとってい京す 。今 回の病気 の とき

の には彼 も同 じよ うに考 えた と思 います。 しか し今度 はそ うはいかなか った。残 念であ り

ます。

先 に瀬地山先生 も紹介されま したが,前 夜式の式場で牧師さんは 「浅沼 さんが こんな

に若 く天に召された ことについては神様 の配慮が あったので しょうけれ ど,率 直 にい っ

て私 たちは あなたの配慮を理解 するまでに至 ってお りませ ん。 どうか私たちに理 解で き

る智恵 を下 さい」 とお っしゃいま した。上手 に言 うで はないか と思い ました。 しか し私

には理解 など した くない とい う気持 ちがあ ります.理 解す る智恵 などまだ欲 しくない。

しば ら くは無念 さを抱えていたい。研 究のス タンスばちが います し,個 人的な交 流 も晩

年 はあ りませ んで したが,彼 は どこかで私 の先 を行 く先生で した。 もっと話が したが っ

た し,も っと教 えて欲 しか った と思います。心か ら哀悼 の意 を表 したい と存 じます。
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浅 沼 先 生 の 古 今 伝 授

京都 産業大学教授 菊 谷 達 弥

浅沼先生 とは,先 生の手術後 の昨年ユ0月か ら再び大学 院のゼ ミに参加 させ て頂 き,?

い この2月 まで一緒 に議論 を してお りました。その と.き先生は手術 とい う峠 を越 えた こ

とで非常に喜々 とされて,と て も元気 に研究の ことを語 っておられま した。 それか らひ

と月のあ とに私の煽省先 で突然 の訃報 を聞 くことに なるとは,未 だに信 じられ ない気持

ちで一杯です。先生 が研 究の進め方 について,「 君 は体が丈 夫だか ら道草が多す ぎる。.

私 は体が弱いか らそんな訳にはいか ないの だ。」 と,忠 告 とも自戒 ともきこえ ることを

時 々言 っておれ らま したけれ ども,そ れが こうい う形で現実の もの とな るとは,想 像 さ

えで きませんで した。

先生 とは,教 養2年 のゼ ミ選択 の ときに,パ ン7に 浅沼 「萬里」 とい う名 前を発見 し,

学部 には女性の先生 もお られるのか と,他 の多 くの学生同様わ くわ くしたのが最初の記

憶です。勿論す ぐに誤解 だ と気 づか されま したが,そ の とき数学が苦手で経 済学史で も
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やろ うか と思 っていた私が,数 理的理論の盛 んな浅沼ゼ ミを最終的に選んだのは;.そ の

雰囲気 と名声に憧れたか らで した。 この ときの選択が,私 の現在にいたる研 究テーマを

与え ると同時に,苦 手 な数理 理論 とのつ き合い を定め ることにな りま した。

それか ら大学 院に進 んだわ けですが,浅 沼 ゼ ミでは伝統的に,優 秀な学 生は国 内の他

大学の院,あ るいは アメリカの大学 院に行かれ ます。その中にあ って,引 き続 き先生 の

もとで修士,博 士 と歩 んだのが,ゼ ミでわ た しが最初だ ったの は,全 くのと ころ伝統か

ら外れ た落 ち こぼれ とい うことに他 な りませ ん。けれ ども,「残 る者」に福あ りと申 し

ま しょうか,先 生が長 い間の模索 を経 て,ラ イ7ワ ー クとな る企業組織 と企業間関係 の

分析 とい う研 究領域 と研 究手 法を80年 代 に確立 されてい くプロセス,そ の現場 に立 ち会

うことがで きました。先生が 実証 の方法 として工場への ヒア リングを始め られた頃,そ

れか らまた理論研究において も内部組織 の経済学 に着手 された頃,先 生の具体 的な言動

や考 え方 に触れ ることがで きたのは,ど んなに貴重 な体験であ った ことで しょうか。た

とえば ヒアリング調査 では,関 西近辺 の工場や会社 は もとよ り,関 東の鉄鋼会社 や 自動

車工場,九 州の半導体 工場 な どへ も 一緒 に行 くことがで きま した。またさ らに格 別な経

験 として,イ ギリスのサ ンダー ラン ドの英 国 日産,ロ ンドン近郊のホ ンダや フォー ドと

㌧}.つた会社,マ ンチ ェス ター大学へ もご一緒で き,直 接 の研究の..ヒだ けでな く,そ のほ

か多 くの面で,長 く残 る刺激 をた くさん受 けることにな りま した。

これ は,学 問の話 か らは外れ ますが,こ の と きの ロン ドンでの余暇 の時間 に,映 画

『哀愁」の舞台にな った ウォー タールーの橋や駅 を,こ こがそ うではないか とか言いな

が ら一緒 に歩 いたのが思い 出され ます。 これは,先 生 の末 の娘 さまが,「 哀 愁」 を とて

もお好 きであ ったので,そ の舞台 となった ところを探 してみたい とい うのが動機 で した。

帰国 して しば らくして,映 画のあの橋 はセ ッ トだ.つた ことを知 りましたが…・㌔

先生 の ご葬儀が終 わ った後で,.ゼ ミの先輩 であ る経済研 究所 の今井 晴雄先生か ら,

「先生 から古 今伝授 の ような もの を受 けま したか。」 と問われた ことが あ ります。 それ

に関 して言 えば,わ た しは 「受けた」 とい うふ うに思い ます。先生は,先 ほ どか らの皆

様 のお話 にもあ りました ように温厚穏和で い らっ しゃい ま したが,ま た もう少 し別の顔

を.も,わ れわれ大学院生 にはお見せ にな られま した。研究生活上の ことで厳 しく注意さ

れた り,説 教 をされ るとい う面です 。当時 はそれ が苦手で した けれ ども,今 か ら思 うと

貴重 な体験で あ りま した。その ときに先生 がお話 された こと,あ るい はまた折 りにふ れ

て述 べ られた ことを端的 に表せば,あ ま り的確 な言葉 で はないか も知 れませんが,「 具
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体性 の精神」 あるい は 「現実的精神」 とで も言え るものではないか と思 います。

これには二つ の面が あ ります。一つは,研 究だけでな く広 く生 活の上 での考 え方や知

恵に通 じる ものです。.研究 テーマの選択や進路の決定の とき,あ るいは何か を論 じると

き,あ ま りにも遠 くの方ばか り見て,足 元がおろそかになる ことがあ ります。遠 くの も

融 のご との方が議論 しゃすい とい うこともあ ります。 た とえば作家 の塩野七生が シーザ ー

の冷徹 な現実家 としての側面 についてふれた文章の中で,あ る若者が聴衆 を前 に して熱

弁 をふ るってい る,そ の演説 を聞いた シーザーが,「 彼が何 を言 お うとしてい る.のか は

わか らないが,彼 がな にか を言 いたい とい うことはわか る。」 と言 った とい う話があ り

ます。わ た しもとの若者 と同 じように,観 念 の方が先行 して現実が後 になって しまうと

い う傾 向が あ 船ま した。それ に対 して先生は,自 分 の立 っている現実 をきちん とみつめ

よ,そ こか ら目的 を分節化 し,橋 頭爆 を確保 しなが ら進 めよ,つ ね に具体性を もって考

えよ,そ うい う生活上の ア ドバ イス といいますか,忠 告 をよ くなさい ま した。

もう一つ.は研究上の ものです 。数理 的な理 論 とい うものはきちんと勉強 しな ければい

けない けれ ども,そ うい う抽象 的な ものの理解 だけに とどまって はならないのだ,そ の

理論が ど うい う現実の具体性のなかで 生かされるのか,ど うい う現実の領域に限定され

るのか,そ うい うことを具体的に考 えよ,そ うい うことをよ くお っ しゃい.ました。 これ

は,理 論的研究 に傾 きがちな院生に対 する警告であ ると同時 に,研 究の真の意味での豊

か さへ の示唆で もあ ります。

で はそ うします と,個 々の具体 的な事例 の集積だ けに意味があ るのか といい ます と,

決 してそ うではあ りませ ん。そ うい う個 々の具体的 な事例 の海に溺れるのではな くて,

それ ら個 々のケースを貫 く普遍性 を見 いだす こと,す なわ ちそれ らを コンセプチ ャルに

とらえることの重要性,こ れ も同時 によ く先生か らお伺い しま した。はか らず も先 生の

最期の著作 とな った,こ.れ か ら出版予定 の本 のための原稿 を最近読んでお りま したら,.

理論に対 しては具体性 を,具 体性 に対 して は理論 を対置 し,こ の二つの緊張関係.ま た

は弁証法的な発展 的関係 にふれ られて いる箇所 を発見 しま して,こ うした困難な方法 的

立場に身 をおかれた先生 の研究姿勢 に,ま た思いを新たに しま した。

最後 に,先 生が亡 くなられ る直前 に.言われた.とい う言葉 をご紹介 したい と思 います。'

通夜の席で奥様か らこれ をお聞 き して,本 当 に胸のつ まる思いがいた しま した。 それ は,

最後の激痛 が襲 って きた ときに,「 もうわた しはペ ンを とれないのか。」 と.無 念 そうに

ふ り絞 るように言 われた ということです。最期の時 まで 自分の学問を遂行 しよ うとされ

.
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る態度 という ものを心 に刻みつ げたい と思 います 。

お別れの言葉
8

.三 田 栄 治

まず,昨 年 のゼ ミの状況,そ して私 自身の個人的な思 い出を述べ させ てい.ただ きまし

て,最 後にゼ ミ生の現状 とお別れ の言葉で締め くくらせ て戴 きたい と思 います。

先 生 はゼ ミを1月 まで休 まず にや ってい らっ し尋いま した。 先生 は 「ミクロは大事

や」 とい うことをLI癖 の ようにお っしゃ り,特 に,『分剛 と 「配分』 とい う言葉の違

いについて1時 間半 くらい解説 を してお られた事は,忘 れる ことので きない 出来事で し

たので大変残念な思 いが いた します6

浅沼先生の先生の印象 と しては,会 話 を していて も分か るのですが,も のす ご く頭の

.回転が早い とい うこ とで した。 そ して その一方で,学 問に対 しては完 壁主義 者でい らっ

しゃい ましたので,一 見牛歩 的と も思 えるほ ど,緻 密 に物事 を考えてい らっ しゃい ま し.

た。いわゆる地頭 と学問上の頭 を両方 お持 ちで した。

私た ち学部生はU月 のソ フ トボールで,優 勝 した赤岡ゼ ミに延長で 敗れたため,来 年

は絶対勝 とうとい うことで,妙 な結束感が生 まれ ました。皮肉に も学 問によってで はあ

りませ んで したが,そ の後のチームウークだ けは,先 生 もほめてい らっしゃいま した。

先生 は自動車業界の実証研 究をなさってい ま したので,私 は卒論のテーマを決める と,

就職活動の準備をす るために先 生の論文 などを読 んだ りしてお りました。..

す ると,先 生への反対 意見を もつ学者 や実務家 の文章をい くつか発 見いた しま して,

それ についてぜ ひ質問 したい と思 うことが た くさんで て参 りました。.

1月 頃,そ の ことについて,お 聞 き しょう とした ところ,「 もっと ミクロを勉強 せな

あかん な」 とい うことで,そ の時は相手 に して もらえませ んで した。

また,卒 業生か ら就職活動の時に先 生の論文 を読 んでいた ことが非常に役 に立 った と

い うア ドバ イスを戴 きましたので,『 皆で春休み の うちに勉強 を してお きたいのですが1,

とい う旨を 申し上 げま した ところ,『 まだ早い。.そんな ことは必要 ない」 とお っしゃら

れてい ま した。確か に,学 部生のゼ ミでは,ミ クロの理論 を中心 にや ってお りま して,

先生 の実証研究 をや るところまで は踏み込んでお りませ んで した。
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しか し,先 生の論文 は ミクロや ゲー ム理論が重要な概 念 となってお りますが,そ れ ら

を完壁 にマス ター しなければ まった く読めない とい うわ けで もあ りませ んで した。その

とき既 に,先 生の論文 を読 んでお りましたので,な ぜ ミクロに固執 なさるのかが結局分

か らず じまいになgて しまった ことは,大 変残念 に思 いま した。

今年 はゼ ミで活躍せねば と思 ってお りました し,学 期 が始 ま りま したら,完 全武装を

して先生を質問攻 めに してさ しあげ ようと思 ってお りま した。..

しか しなが ら,2月 になってか ら以降,誇 会いする ことがで きず,そ の質問を したの

が最:後となって しまいました。

です から,亡 くなった と伺 った とき,言 葉で は表現で きない悲 しさ を感 じた と同時に,

自分 に とって,勉 強 をしてい く張 り合いがな くなってい く気が致 しま した。

私 たち4回 生 は今井晴雄先生の もとで,4月 か ら再 び勉強 を開始致 しま した。 この場

をお借 りして,浅 沼先生 にご報告 申し上げたい と思 います。

そうな りま した理由 と致 しま しては,萬 里会 とい う1300名 近い学部卒業 生OB会 が

ございますが,今 井先生ばその2期 生であ り,浅 沼先生 と も専攻分野が比較的近い とい

うことが挙 げられ ま した。.

また,現 在今井先生 は私たち と大 学院の馬さん に対 して も葬儀 の後,い ろいろ とお世

話 して下さ り,ま た,途 中か うのゼ ミ参加 に対 して,快 く同意 して くだ さい ましたので,

ご く自然 とそのような展開 にな りました。

3回 生以下 の学部生 は残念なが ら,各 自で次 のゼ ミを探 して戴 くよう,申 し入れいた

しま した。

今 回のことについて,放 っておいて も大 学側 は何 もして くれ ない ようで した し1時 間

ばか りがたってい きました。そ うしてい る問に も,ゼ ミの今後 を決め な くて はな りませ

んで した。そ こで 自分達で次 のゼ ミの担 当教官 を して下 さる方 を探そ うとい うことにな

り,ゼ ミ生 の羅 参着 には一緒に各先生の研究室 を回って もらった りしました。・

こういつた不安定 な状況の中で.,教 え子 の方やOsの 方 にい ろいろ と助 けて戴 いたこ

とは全 く予想 してい なか っただけに,非 常 に うれ しい ものがあ りました。 これはまさに

先生 のご指導のたま ものであ りま して,改 めて浅沼先生 の有 り難みが身に染みるで きご

とで した。

浅沼先生 はすば らしい卒業生をた くさん世に送 り出 されただ けでな く,学 生に対 して

卒業後 もか な りめん どうをみ られていた と伺 って お ります。

ゴ
.

層
.

煽

ヨ
.

一

」
引
剥
コ
司

ー
ー

1

謡

.≒



.素魚 ・

(131)131..

それだ けに,浅 沼ゼ ミ参解散す る ことに対 しま して は,誠 に申し訳 ない気持 ちで一杯

で あ ります。

しか し,形 式的に浅沼ゼ ミは解 散は致 しますが,先 生 の精神 は我々の心ρ中に生 き続

けます。

天国か ら,私 たち教 え子の活躍 も.見守っていらっ しゃ為 と思い ますので,そ れに報 い

てい くよう.一 生懸命頑張 って生 きたい と思います。安 らか にお眠 りくだ さいます よう

お祈 り致 してお ります。.


